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現
在
と
い
う
横
軸
と 

歴
史
と
い
う
縦
軸 

民
主
主
義
は
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
介
し
て
フ

ァ
シ
ズ
ム
に
陥
る
危
険
性
を
内
包
し
て
い
る
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
物
事
を
現
在
と

い
う
横
軸
だ
け
で
な
く
、
歴
史
と
い
う
縦
軸

も
併
せ
て
立
体
的
に
観
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

「
１
９
４
５
年
６
月
26
日
、
国
連
憲
章

が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
署
名
さ
れ
た
と
き
、

日
本
は
た
だ
一
国
で
40
以
上
の
国
を
相
手

に
絶
望
的
な
戦
争
を
戦
っ
て
い
ま
し
た
。
戦

争
終
結
後
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
、
超
国
家

主
義
と
軍
国
主
義
の
跳
梁
を
許
し
、
世
界
諸

国
民
に
も
ま
た
自
国
民
に
も
多
大
な
惨
害
を 

も
た
ら
し
た
こ
の
戦
争
を
厳
し
く
反
省
し
ま 

       

し
た
」。 

「
小
渕
総
理
大
臣
は
、
今
世
紀
の
日
韓
両

国
関
係
を
回
顧
し
、
わ
が
国
が
過
去
の
一
時

期
、
韓
国
国
民
に
対
し
、
植
民
地
支
配
に
よ

り
多
大
な
損
害
と
苦
痛
を
与
え
た
と
い
う
歴

史
的
事
実
を
謙
虚
に
受
け
止
め
、
こ
れ
に
対

し
、
痛
切
な
反
省
と
心
か
ら
の
お
わ
び
を
述

べ
た
」。 

前
者
は
１
９
８
５
年
の
中
曾
根
首
相
の
国

連
総
会
演
説
、
後
者
は
98
年
の
小
渕
総
理

大
臣
と
金
大
中
韓
国
大
統
領
に
よ
る
日
韓
共

同
宣
言
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
間
に
「
わ
が

国
は
、
遠
く
な
い
過
去
の
一
時
期
、
国
策
を

誤
り
、
戦
争
へ
の
道
を
歩
み
、
国
民
を
存
亡 

の
危
機
に
陥
れ
、
植
民
地
支
配
と
侵
略
に
よ 

       

り
、
多
く
の
国
々
、
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
諸
国

の
人
々
に
対
し
て
多
大
な
損
害
と
苦
痛
を
与

え
ま
し
た
」
と
謳
っ
た
95
年
の
村
山
首
相

談
話
が
あ
り
、
中
曾
根
首
相
演
説
の
前
、

72
年
「
日
本
側
は
、
過
去
に
お
い
て
、
日

本
国
が
戦
争
を
通
じ
て
中
国
国
民
に
重
大
な

損
害
を
与
え
た
こ
と
に
つ
い
て
の
責
任
を
痛

感
し
、
深
く
反
省
す
る
」
と
謳
っ
た
田
中
角

栄
首
相
と
周
恩
来
総
理
に
よ
る
日
中
共
同
声

明
が
あ
る
。 

国
内
外
に
発
せ
ら
れ
た
こ
れ
ら
声
明
、
演

説
の
淵
源
は
、
前
文
で
「
政
府
の
行
為
に
よ

っ
て
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起
き
る
こ
と
の
な

い
や
う
に
す
る
こ
と
決
意
し
」
と
謳
っ
た
日

本
国
憲
法
に
あ
る
。
い
ず
れ
も
戦
争
体
験
者

え
ん
げ
ん 



◆時の動き 

- 25 - 

イ
・
ス
ン
マ
ン 

ユ
ン
・
ソ
ン
ニ
ョ
ル 

世
代
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
戦
争
へ
の
反
省
、

と
り
わ
け
中
国
に
対
す
る
贖
罪
意
識
が
あ
っ

た
。
今
「
台
湾
有
事
」
が
喧
伝
さ
れ
、
日
中

の
軍
拡
派
は
、
互
い
に
不
信
を
ぶ
つ
け
合
い
、

そ
れ
を
て
こ
に
軍
拡
を
推
し
進
め
る
と
い
う
、

敵
対
的
相
互
依
存
関
係
に
あ
る
。 

 

過
去
が
現
在
を
動
か
す 

              

韓
国
憲
法
前
文
に
「
三
・
一
運
動
に
よ

っ
て
建
立
さ
れ
た
大
韓
民
国
臨
時
政
府
の
法

統
及
び
、
不
義
に
抗
拒
し
た
四
・
一
九
民
主

理
念
を
継
承
し
」
と
あ
る
。
韓
国
建
国
の
礎

は
、
日
本
の
植
民
地
支
配
に
抵
抗
し
た
１
９

１
９
年
の
３
・
１
独
立
運
動
、
李
承
晩
の
独

裁
政
権
に
抗
し
た
１
９
６
０
年
の
学
生
革
命

に
あ
る
。
今
、
そ
の
前
文
に
、
１
９
８
０
年
、

軍
政
に
抗
し
た
光
州
事
件
が
書
き
込
ま
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。 

３
・
１
独
立
運
動
が
１
９
４
８
年
制
定
の

韓
国
憲
法
に
書
き
込
ま
れ
る
ま
で
に
29
年

の
歳
月
を
、
４
・
１
９
民
主
理
念
が
１
９
８

７
年
の
民
主
革
命
に
よ
っ
て
書
き
込
ま
れ
る

ま
で
に
は
27
年
の
歳
月
を
要
し
て
い
る
。

光
州
事
件
の
抵
抗
が
書
き
込
ま
れ
る
と
し
た

ら
、
約
半
世
紀
の
歳
月
を
経
て
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
民
衆
の
運
動
と
は
そ
う
い
う
も
の

な
の
だ
と
思
う
。 

本
年
２
月
、
韓
国
の
ソ
ウ
ル
光
化
門
前
広

場
で
の
尹
錫
悦
大
統
領
（
当
時
）
の
弾
劾
を

求
め
る
市
民
集
会
に
参
加
し
た
。
極
寒
の
中
、

多
く
の
市
民
が
集
ま
り
、
軽
快
な
音
楽
が
流

れ
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
若
者
た
ち
が
体
を
動

か
し
て
い
た
が
、
そ
の
中
に
必
ず
、
３
・
１

独
立
運
動
、
４
・
１
９
民
主
理
念
、
光
州
事

件
、
民
主
革
命
の
歌
や
演
説
が
織
り
込
ま
れ

て
い
た
。
こ
れ
ら
の
歌
や
演
説
を
聞
き
な
が

ら
、
私
は
昨
年
度
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受

賞
し
た
韓
国
の
作
家
韓
江
さ
ん
の
「
過
去
が

現
在
を
動
か
す
」
と
い
う
言
葉
を
反
芻
し
て

い
た
。
彼
女
は
泣
き
な
が
ら
作
品
を
書
い
て

い
る
と
い
う
。
死
者
た
ち
（
先
人
）
の
声
が

現
在
を
生
き
る
者
を
動
か
し
て
い
る
の
だ
。 

現
在
を
生
き
る
私
た
ち
も
ま
た
、
生
あ
る

限
り
、
80
余
年
前
、
ア
ジ
ア
で
２
０
０
０

万
人
以
上
、
日
本
で
３
１
０
万
人
の
非
業
・

無
念
な
死
を
強
い
ら
れ
た
人
々
、
そ
し
て
戦

後
の
反
戦
・
平
和
運
動
を
担
い
な
が
ら
逝
っ

た
先
人
達
、
の
声
に
泣
き
な
が
ら
耳
を
傾
け
、

子
ど
も
や
孫
、
ま
だ
生
ま
れ
て
き
て
い
な
い

未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
反
戦
平
和
の

闘
い
を
継
続
し
よ
う
。 

 
 
 
 
 

（
う
ち
だ 

ま
さ
と
し
） 

ソウルでの尹大統領（当時）弾劾のデモ 

２０２５年２月、筆者が撮影。 
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